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23号(1972 ) 
v守

ア 12警

1.まえカぐさ

好守十

長欠
陀怠

1971年 11月から 1972年 2月まで，われわれは第 2次静岡

ア@アンデスのサンタマノレタ山群およびチリ溢埠山脈を中心

ともいうべきもので，研究協力者，徳山

の諸氏:の調査日誌の中から多くを引用させて頭いたO ここに記して

アンデ、ス として，コロンピ

をおこなった O 以下はその旅行

，池谷他

くお礼申しあげる O

2. コ 時 ンピア

インデイ*との再会:日本を含めて太平洋の

まわりには延々と大山脈が連なっている O この

がいつごろどのようにしてつく

られたか，その をたずねてわれわれは，こ

こアンデス山脈の最北端，カリブ海に面するサ

ンタ。マノレタ山群 (5775rn) にやってきた O

日本を出発してからちょうど 1か月， 12丹下旬

というのに北緯 10
0
の熱帯では話中の暑さは

と変りなし 10 麓の部落アタンケでロノミ 8頭と

方 2人をたのみ，海抜 2，000mの峠を越えて

やっとドナチュイ河の谷に出ると，そこはもう

インディオ達の領分であった O

連はゴツい陣羽織のような形の着物を着て

すわりこみ，一様に先が黄色いひょうたんさりの

ものを持っている O その中に割箸のような捧をつっこみ，コツコツとつつつきながら，時々その中の白

い汁をベロりとなめてはニタリと笑う O どうやらコカのようなもので煙草の代りだろうと想像したO

さて，曾長の話によると，かここから先はわれわれインディオが独自に切り開いたもので，コロンピ

ア政府からは一切の援助を受けていない。だから道路も自力でつくったものなので通行料を払わなけれ

ば通すわけにはゆかぬかということである O コロンピア政府とは全く関係がないといわれて驚いたのは

こっちの方である O が，ともかく払わなければ通さぬという事だし， 500ベソ(約 8，000円〉ですむな

ら仕方ないから払おうということになった O ところが，今度は馬方のコロンピア人達が法外な値段だ苦

高すぎると言い出した O 結局すったもんだの末，山頂までの通行証と引換えに払うことで落着いた
O イ

う十 本稿は静岡新聞に連載されたものに一部加筆した O

+モうモ 静関大学理学部地学教室

-52-



ンディオ協会も 4年の間にかくも確立されたかとの感を深くした O

インディオはアンデスに住む南米の原住民とも言われるが，

めず，山奥へ逃げこんで孤立した社会をつくっている O 彼等は

外から入ってきた人達や文化になじ

の原始共産社会を営んでいて，部落

が共同体になっている O ドナチュイでは砂糖キビとバナナをっくり牧畜をするが，より下の部落ではコ

ーヒーと砂糖キピをつくるといった具合で F 部落によって作物もちがっている O 時々町に出てきて作物

を売って換金するほかは，全く自給岳足の社会であるらしい。そういえば糸をつむぎ着物も織っているO

の形は円や四角など部落によって多少のちがし1があるが，まわりに石を積み，その上に竹のような

ものを編んで芯にして泥壁をぬり，屋根は草でふいてある O 円形のものはちょうど登呂遺跡を見るよう

である O 夜ともなれば真中に火をたき，そのまわりにあたりながらボソボソ小声で話す。陽気に呑んだ

り踊ったり，大声で騒ぐコロンビア人達とは対照的である O

山病との闘い最後のイン

ィオの部、落ネバディータ(海

抜 3，200m)を通り抜ける頃に

はもう熱帯樹林の面影はない O

れな草や高山型らしい小さな

赤いしそのお花畠がひろがる O

かつての氷河が残した巾広い谷

底平野に出る O 丈の低いつげが

所々に茂り，そのかげに牛がの

んびりと展寝しているのに出会

うと，ここがそんなに高山なの

かと首をかしげる位であった O

そののどかな気分も束の間，
コロンピア@ドナチュイ部落のインディオ

度は高山病との闘いがはじまった O 高山植物ばかりとなる 3，800mあたりから急に動 はげしくなり，

ゆっくり歩いていても鼓動のドキドキはなかなかおさまらなし¥。自然、ノソリノソリと歩かざるを得なし ¥0

藤吉隊員は疲労のためか頭痛を訴え， しばらく横になって休んだがなおる気配もない。脈博を計ってみ

ると佐分 110回であった O 一番元気の良い徳山隊員でもその時は 92田位。早い脈博は夜になっても下

らず穀朝やっと 75---80回に回復，これ以下にはどうしてもならなし ¥0 荷物を運ぼうとするとすぐに

150前後になり t 100 以下に回復するのにかなりの時間がかかる O 結局 100位になると頭痛がするら

しい。このように動棒が平くなると 9 いつも走っているようなものだし p 酒を飲むとすぐに砕いがまわ

ってしまう O 氷河の氷でオンザロックと酒落こもうと思って 9 ウイスキーなどしこたま?持ち込んだ両

鶴員はうかぬ顔である O

を締め切って寝ていると夜中に急に息苦しくなって自がさめることも何度かあった O 翌朝自がさ

め昔カゃノミッと起きて爽快な気分が味わえるかと思うと 9 実は全く逆で，昨日まで感じなかったのに頭が

く，ボーッとして験や手が変にはれぼったし ¥0 何をやろうとしてもおっくうで事が運ぱなし ¥0 要する
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なのだろう O 叙 Bの間は段々に してひどくなるように思われ， はゅううつであっ

たO 考えてみれば の三吉で， ここ 3，800mでは の が 630mb， 4，800 mになると 550mbに

なるから， の半分近くという

2日後，ベースキャンブは湯

4，050 mの湖畔に移され，

がはじまった O その初

日，ま で何かしてい

ないと

とにかく をしようというわ

けで， にム 500mまで

を したところ，一辺にダ

ウン， が割れんばかりの さ

で，ほうほうの態で逃げかえっ

てきた O

になる O

典型的なトロイヂを示すガラパゴス のイサベラ
ところで，なぜこんなに苦労

しながらここへやってきたかと

いうと，環太平洋造山帯の も古し 8 -----13億年前の ーがこのサンタマルタ山群の中

心部に広く分布しているのである O 徳山@ の現力によって，変成作用は一段と高く，かっ，

日本の飛騨片麻岩とは全く異なった，波長の長い大きなしゅう由構造をしていることがわかった。つま

り，これは大陸の断片であって ではないと考えた方がよい。 の で今まで知られなか

った m 環太平洋造山帯柿

からピコ@レイナ蜂の

の部分が明らかにされたことは 成果であったO 海抜 4，800mの

を眺めたとき，そこに雄大なしゅう曲構造を発見した徳山隊員は，頭の

さなどはしばらくの閉すっかり忘れてしまったとのことだ、。

3. .:r.クアドル

寒い赤道の町キート:アンデス山中の広い谷間， の町，エクアドノレの キートを訪れたの

は年もおしつゆまった頃であった O 英語流ではキトーだが，スペイン語流の方がはるかに感じが出る O 飛

行場に降りると，ょうこそ海抜2，810mのQui t 0 への文字が我々を追えてくれる O そういえばメキシコ

シティーが海抜 2，200m，コロンビアのボゴタが 2，600m書ボリピアのラバスが 3，800mと，アンデス

の大きな町は大体高地にあって， しかも段々と高くなってくる O かつて植民地をつくったスペイン

人達が低地の熱帯にはとても住めなかったためかも知れないが 2列から 3列になって大山脈が縦走し

中腹や山間に広大な高原を省するアンデスの地形に負うところも大きいにちがいない。

到着第一夜は在官邦人のお宅で招待されることになった O 住宅街は山の手の斜面にある O 窓から

できるキートの町は緑の森と白い壁の建物，円いドームをもっ古い教会といった取り合わせで実に美し

いO まさに南米のスイスといった感じである O 夕方にはあちこちの教会の鐘が鳴り，夜ともなればまた

光輝く 100万弗の夜景である O グ全く素適なところですねかと羨しい位に思ったところ，グええ，これ
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で、骸素がもう少しあったらねグという返事だった O そういえば確かに私自身息を吸っているという感じ

がする O 気候は年中大体同じだが，気組は 1日のうちに 10
0
C以下から 20

0
C位まで変化する O 夜は涼

しいというより察し ¥0 ストーブを焚くにしても燃やすと酸素が足りなくなるので，煙突のある暖炉で，

しかも窓を開けて燃やさなければならない。それにしても 12月とはいえここは

さか，赤道まできてストーブを焚いて暖まることなど考えてもみなかったことである O

お手伝いさんはインディオと混血の娘さん達がよく手伝いにくるそうだが，決して一日中働かないし，

3人位雇うのが普通だとのこと o 1人は台所 1人は洗濯 9 もう 1人は捕徐が専門だそうだ。余り働く

と体がもたないと苦って午前中は働くが午后は休むそうである O

下である O ま

の前にはまず乾杯ということになったが，高地なので酔っては大変と遠慮することにした O しか

し，シュリー酒ならばいいでしょうとすすめられるので，それ位なら平気だろうとたかをくくって一気

にコップ半分を飲んだのが大失敗だった O 急、に隣りの池谷隊員はウーンと言ってぐったりとなって動か

なくなってしまい，私も心臓がドキドキしてすっかり止まらなくなってしまったのには閉口した O やは

り牢気が薄いということは，仲々大変なことだと身をもって感じた O

キートから 26Kmほど北へいったところ，ずんぐりしたはげ山を背に，ひっそりと赤道標がたってい

るo 10 mもある高さの四角柱の上に石でつくった地球儀をのせたりっぱなものである O 四角柱のそれ

ぞ、れの面が東西南北を向き，東面と西福の真中を赤道が通っているということだ、。この塔は， 1736年

フランスの学者や海軍の人津がやってきて 7か年にわたる赤道線の所在を確認する調査をおこなったの

を記念してエクアドル政府が建てたということである O

観光客はまばらだが，世界各地から来るらしい。オーバーやポンチョを着こんで， をまたし を

とっているO そばに 2軒の郵便局があって記念スタンブ。で、ここから世界に便りを出すことができますと官伝し

ているO 私も早速絵ハガキを子供達に出した m 今，赤道の上に立っていますO 寒くて風邪をひきそうですに

ガラパゴス:ペンギンといえば南極を，アザ、ラシといえば氷にかこまれたオホーツク海を思い浮かべ

るにちがし、なし 10 ところが，赤道直下のガ、ラパゴス諸島にはこれらが群をなして泳ぎまわり，灼熱の太

揚の光をあびて，焼けるような溶岩の をしている O その上子供が 4人位のってもピクともしな

いような巨大な陸亀(ゾウガメ〉がのそりのそりと歩き 9 恐竜の子孫のような 1m以上もある大トカゲ

(イグアナ〉が海を泳ぎ，梅岸の岩の上をゆっくり這いまわっている O しかも?人間など少しもこわが

らないし，むしろ物珍しげに近寄って眺めにくるのである O 飛ぶ事をやめてしまったコパネウ苦島には

えているサボテンの糠を爪楊枝にして虫をたべるダーウィン@ブインチ 9 横に歩くより前に歩くことが

なベニイワガニなど p 現在世界中のどこにもいない不思議な動物達ばかりである O これらはいつ頃

どのようにしてどこからやってきたのか，そしてどのように進化していったか，若い頃のダーウィンは

この島にやってきて進化の思想に目覚め P やがて進化論を唱えたのだが，今もってこの謎はまだ完全に

解かれていない。南米大陸から1， 300Kmも離れた島々 O あのゾウガメやイグアナが大昔どのようにして

海を渡ってきたのか。地質時代の昔 9 パナマあたりから半島がここまでのびていたという陸橋説は最近

の海底地質学の研究からありそうもないことになった O もうひとつ F 第三紀の頃 p 木片のいかだにつか

まり量流れの強いフンボルト海流にのってはるばる大陵からやってきたという説，もしそうだとすれば

に
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く鵠然、の 1，000万年に 1由あるかないかのチャンスとしか考えられない O

の太洋底拡大説にしたがえば，この付

近の海底は東へ東へとガラパゴスをのせたまま

移動しているという O ガラパゴスはすべて火山

であるが，その噴火の歴史を見ると東の轟か

ら西の島へ移っているともいわれ，もしそうだ

とすれば，それも移動と証拠づけることになるO

ヘ移動した海底はベルーチヲ海溝の底へもぐ

りこみ，南米大陸を下から押しあげ，したがっ

てアンヂス山脈はますます蜂起する，とぎった

く離れたガラバゴス諸島も決して

アンデスと無関係ではあり得ない O

サンタグノレス島にあるダ…ウィン研究所から

招待を受けた我々は苦エクアドルの太平洋岸グ

アヤキノレの町から飛行機で 3時間宮高さ約20m

の波蝕溶岩台地に飛行場のあるバルトラ島から 6時

かかって，やっと隣のサンタクルス島へ辿り

ついた O やはり地の果にきたという実感であるO

それとともに，ゾウガメがここまでやってくるのは，とても大変なことだという実感も深くした O

ここの動物達の特徴は晴乳類や両生類がいなくて，鳥類と腿虫類、が大部分を占めることである O

ピーグノレ 3世，サンタクルス島アカデミー湾、にて

はともかくとして，随虫類の天下だということは，はるか昔，中生代の頃の恐竜のすんでいた世界の面

を偲ばせる O 随虫類は声を出さないo1荒涼たる熔岩台地と特異なウチワサボテンの生える絶海の孤島，

そこに黙々と動き廻るゾウガメやイグアナを見れば，誰しも速い地質時代の昔にはいりこんでしまった

錯覚を覚えるにちがいない。

動物達はさておき，我々は熔岩の間にはさまれた石灰岩を採集し?そこに含まれる化石の研究をすす

めることにした O 今までに，中新世，鮮新世の芯灰岩と洪積世の隆起海浜堆積物が知られている O そう

すれば，過去のガラパゴスのまわりの海岸の様子が明らかにできるはずである O それによって 9 ほんと

うに島が移動しているかどうかつきとめられるかもしれない O

4. ボリビア

インディォの故郷チチカカ渇:アンデスの山々を越え，白雪を頂く 6，000m級の蜂々の間を抜けると

やがて眼下に大平原かと思われるような真たいらな高原が突如として出現した O ここが海抜 4，100m， 

世界最高所にあるラパスの国際空港であったO まるで、沖積平野に立っているような感じだが，ここから

見ると 6，000mの高峰も真近に頂上部だけしか見えないのだからやはり高いのである O まさにアンデス

の真只中にきた惑がある O

その高原の崖下の広い谷間に発達するのがボリビアの首都ラパス O 町の中心はもっとも低いところに

po 
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あり，そこが海抜 3，800mo りっぱ

な建物は谷底を中心に広がり，周関

の にははるか上ま でつく

ったインヂィオの家がし、っ崩れるか

もしれない第四紀砂磯震の魚、斜面に

びっしり律てられている O

他の国とちがい，この国では人口

の半分以上がインディオといわれ，

まるでインディオの国にきたような

がする O しかも，この国のイン

ィオは特有の円い山高帽子に赤，

緑の の容にカラフルな をま

とっている O 町の上の方の路傍の

地では毎日のように市場が開かれ，

そこには大勢のインデ、ィオ津が集ま

ってくる O

4，100 mの飛行場のある太平原は

地学的にはアンデス中央山脈と西山

脈の間の谷間が埋められたものだが，

両側の山地には白雪を頭いた 5，000

m以上の高峯が 20も数えられる O

大平原はアノレティ@プラノの呼ばれ，

巾 100Km，長さは 800f旬以上も続く

広大なもので，その北端にこれまた

ボリビアの ラ@パス，海抜 3，800""""4，100 m 

湖岸段丘から眺めたチチカカ湖，海抜 3，800m 

世界最高所の湖として知られるチチカカ湖がある O 瀬戸内海ほどの大きさで，最深は 800mもあるとい

われるが，物音ひとつしない静けさの中でどこまでも澄みきった碧色の美しさは，吸いこまれるような

神秘を漂わせていた O インディオ達のいい伝えでは太陽はこの湖で生まれ，この湖水で彼等の祖先を創

ったとのことだが，雄大なしかし厳しいアンデスとはちがって，この湖はそのアンデスの懐に抱かれた

なごやかさをインディオ達に与えてくれたにちがいない O

湖のほとりにも宮アルティフラノにも点々とインディオ達の家が散らばっている O こんな高地でしか

も乾燥した砂利だらけの不毛の土地で一体どれだけの作物がとれるのだろうか。子供は朝から夕方遅く

まで羊の放牧を手伝い，母親は家財道具一切を背中の風呂敷に背負って市場に売りに出かける O やはり

インディオの生活は貧しい O

インディオは慣れているし肺活量も大きいせいか，リヤマを追し、かけて走ったりもする O ところが我

々はそれどころではない O キートなどよりも透かに一生懸命呼吸しなければならない。日本製の車もよ

く見かけるが 9 高地なので出力は 60%しかないという O 人間もそんなもので 60係位の力しか出せない

らしい。最も顕著なのは忘れっぽくなることと，何となく面倒でやる気がなかなか起らないことだそう
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である O そういえば我々の呂誌もボリビアの部分は後から毘ると

なので普通ならなんでもないはずなのに 9 えらく気力と語、張り

が少ない。実際，平坦な

なのには閉口したO

チチカカ湖には，湖畔にはえているグい草がでつくったイン

った O しかし，それに代ってヤマハのモーターボートなど

きの屋根も日本製のトタンに変わりつつあった O 我々には伺
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ザ

っぱりの天国:世界で最も

い民1，巾はたった 100Km位しかない

が，長さは北梅道から沖縄までの 2

くもある O 北部は乾模した

地帯，南部は氷河地帯，中部はもっ

とも くて よい であ

るO 人口 100万を超えるヨーロッパ

ンチャゴもここに

ィオの漁業用車船が浮んでいるはずだ

っていた O また，インデ、ィオの家の革ぶ

ないような気もするが，インアイ

るO 氷河時代の

の第四紀に

ボリビア，チチカカ湖畔のインディオ
ある O ただし，どこへ行っても独立

の英雄サンマルチンのりっぱな銅像がたっているのは誠に南米的である O アンデス山脈の最高蜂アコン

カグア( 6，960 m )も首都サンチャゴから眺めることができる O

人々もヨーロッバ的で，他のアンデス諸国に比べると一段と色が由くなる O しかもそれに甫米的な開

放感が加わるので，美女の国ということになるのももっともである O

我々が着いたのは夕方だったので，早速特産のぶどう酒にチリ料理でもとレストランを探したが，ど

こも閉っている O 夜 3時になれば開くという O 開くところによると 9時， 10時はまだ脊の口， 11時

頃からゆっくりと晩餐がはじまり，真夜中過ぎればいよいよたけなわとのこと O こうして食事を楽しむ

のがチリの御馳走とのことであった O 食事も早くすませ，夜もさっさと眠る私はいつもの習'慣と違うの

で 2"-'38すると調子がどうもおかしし'0 ところが，管っぱりの天国とばかり急にいきいきしてきたの

は池谷・藤吉両隊員である O それにしても朝は比較的早いというのは，ここの人達の何とタフなことか。

アルゼンチンとの国培をアンデス山脈が南北に走り，海岸地帯には平行して南北に海岸山脈が走る O

その間に南北の中央低地が細長く続く O 山脈のすぐ外側は太平洋の荒海。しかも名だたるブンボルト海

流が南極からの冷たい海水を運んで治々と北上する O 海岸の岩には山手では太陽の強さを反映してサボ

テンが真紅の花を咲かせるが，しぶきのかかる岩には昆布が密生し，南氷洋の息吹きを感じさせる O 風

の冷たいことは指もこごえる位，そのような中を人々はマントを着て海岸に泳ぎに来る O 勿論泳ぐとい

ってもとても冷たくてそれどころではない。海水を浴びたらいち早く砂浜に寝そべって甲羅干しであるO
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サンチャゴは南緯 340，他のアン

ス諸国と違い中央低地にある O 北

半球の静岡県の位置に似ているにも

かかわらず，夜が涼しいのはこの海

流のためだろうか。

地関で見てもわかるようにチリの

海岸は実に直線的である O もっとも

南部はアンデスと共に全体が沈経し

ているので，リアス式のフィヨルド

海岸となるが，北部から中部にかけ

ては，太平洋に突出した半島らしい

ものもほとんどなむ¥。沖合にはベル

ーチリ海溝が走る O 太平洋底が年数cmの

中部チリ@アンデスの峨々たる山

で海溝のところから南米大陸の下にもぐりこみ， を起

し，火山を活動させ，アンデスを隆起させていると考えるのがプレートテクトニクスの考え方である O

段丘から見るかぎり最近地質時代に海岸山脈とアンデスはますます隆起し，中央{民地は沈降し，全体と

して波由運動をしている O こういう点は日本とまことによく似通っている O しかし，西南日本のように

太平洋に突出した半島がチワにはないところを見ると，やはり太平洋からの働く力がチワと日本とでは

ちがっていることを感じさせる O

6. あとカぐさとメモ

この諏杏は昭和 46年度文部省科学研究費によっておこなわれた O なお，静岡新聞社はじめ県下各位

から多くの寄付を頂いた O また，現地では大使館および三菱商事，バランキリヤ在住の堅111繁樹氏に一

方ならずお世話になった O

コロンピアでは地質図，地形図と は，それぞれつぎのところで販売している o Instituto 
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Instituto Geographico Nacional ~Agωtin Codazziぺ Bogot j . 

ガラパゴスのダーウィン研究所の所在地は，サンタクルス島だが宛名は Ch a r 1 e s Da r w i n 

Research Station， Casi lla Especial C-H-D， Guayaqui 1， Equador. エクアドノレの

キートにある MetropolitanTouring という旅行社でキートから週 2回〈火 F 金)のガラパゴス

光のためのチャーター飛行機便と，それに接続する観光船を出している O 研究所に行くのにもこの飛行

機使を使い，着陸地のバルトラ島から小舟で 8時間かかる O この小舟も予め予約しなければならないし

飛行使は観光客の申込裂によってしばしば欠航する由 O

チリの地質図，地形図はそれぞれつぎのところで購入できる o Instituto de Investigaciones 

Geologicas， Augstinas 785， 6piso， Santiago; Instituto Geographico Militar， 

Diesiocho 333， Santiago. 
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